
児
童
福
祉
法
上
の
児
童
福
祉
施
設
の
中
で
最
も
多
い
数
を
し
め
る
の
が
保
育

所
で
あ
る
。

高
度
経
済
成
長
期
に
「
ポ
ス
ト
の
数
ほ
ど
保
育
所
を
」
と
叫
ば
れ
、
市
町
村

長
選
挙
な
ど
で
も
第
一
の
政
治
目
標
に
か
か
げ
ら
れ
る
、
そ
し
て
バ
ブ
ル
崩
壊

後
の
今
日
、
リ
ス
ト
ラ
に
あ
う
夫
に
代
わ
っ
て
働
き
に
で
る
妻
が
多
く
あ
ら
わ

れ
、
少
子
化
の
時
代
な
の
に
保
育
所
が
不
足
と
さ
れ
る
。
小
泉
内
閣
も
「
保
育

待
機
児
ゼ
ロ
作
戦
」
と
う
た
っ
て
あ
の
手
こ
の
手
の
手
を
講
じ
て
保
育
施
設
の

増
加
に
つ
と
め
て
い
る
。
こ
の
保
育
所
が
そ
も
そ
も
原
点
は
ど
こ
に
あ
る
か
と

地
域
を
さ
さ
え
た
農
繁
期
託
児
所
（
志
田
）
平
成
十
四
年
十
月

研
究
ノ
ー
ト

一
は
じ
め
に

地
域
を
さ
さ
え
た
寺
と
農
繁
期
託
児
所

ｌ
仏
教
師
永
田
泰
嶺
の
実
践
に
み
る
Ｉ

み
る
に
、
戦
中
戦
後
の
日
本
社
会
で
誕
生
し
た
農
繁
期
託
児
所
で
あ
る
。
そ
の

多
く
は
宗
教
家
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
寺
の
境
内
を
解
放
し
、
懸
命
に
働

く
農
家
の
人
々
の
願
い
に
こ
た
え
、
ご
夫
人
を
主
任
保
母
と
し
て
二
人
三
脚
で

奉
仕
活
動
に
つ
と
め
た
住
職
が
、
日
本
各
地
に
お
ら
れ
た
。
寺
小
屋
と
と
も
に

地
域
の
人
々
の
た
め
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
寺
院
の
社
会
活
動
で
あ
っ
た
、
と

あ
ら
た
め
て
そ
の
働
き
の
大
き
さ
を
強
調
し
た
い
。

農
繁
期
託
児
所
は
ど
ん
な
内
容
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
誕
生
し
、
ど
ん
な
役

割
を
は
た
し
た
の
か
、
そ
し
て
寺
院
の
存
在
感
は
い
か
が
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、

こ
こ
に
静
岡
県
の
場
合
、
そ
の
な
か
で
大
き
な
役
割
を
に
な
っ
た
永
田
泰
嶺
の

有
度
十
七
夜
山
保
育
園
の
は
た
ら
き
を
あ
げ
て
、
そ
の
お
よ
そ
の
姿
を
あ
き
ら

か
に
し
て
み
た
い
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
保
育
に
欠
け
る
児
童
だ
け
で
な
く
、
家

士
心

田

利



庭
内
虐
待
や
カ
ギ
ッ
子
の
対
応
な
ど
、
次
代
を
に
な
う
幼
い
生
命
に
と
っ
て
つ

め
た
い
風
の
吹
き
荒
れ
る
今
の
日
本
の
現
況
、
そ
の
な
か
で
寺
院
に
社
会
的
働

き
を
あ
ら
た
め
て
期
待
し
た
い
と
の
願
い
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
地
域
の
人
々

の
も
と
め
る
と
こ
ろ
に
応
じ
て
そ
の
悩
み
に
こ
た
え
、
こ
れ
を
た
す
け
る
。
経

済
的
と
い
う
よ
り
心
の
面
の
支
え
が
も
と
め
ら
れ
て
い
る
分
野
に
寺
の
力
を
示

し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
お
も
い
、
こ
れ
は
農
繁
期
託
児
所
が
も
と
め
ら
れ
た
と

き
、
ま
ず
寺
院
で
、
と
い
う
あ
つ
い
願
い
を
か
け
ら
れ
た
時
代
と
重
な
る
も
の

が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
い
ま
こ
そ
寺
の
出
番
で
あ
る
、
と
は
多
く

の
識
者
の
期
待
で
あ
る
。

永
田
泰
嶺
は
黄
檗
宗
千
手
寺
の
住
職
で
あ
る
。
同
宗
の
宗
務
総
長
ま
で
つ
と

め
あ
げ
た
力
量
の
持
ち
主
で
あ
る
。
と
同
時
に
寺
の
存
す
る
地
域
の
農
家
の
人

び
と
の
願
い
に
こ
た
え
て
、
い
ち
は
や
く
農
繁
期
託
児
所
開
設
に
と
り
く
ん
だ
。

寺
の
住
職
と
し
て
社
会
事
業
に
と
り
く
む
先
頭
打
者
の
役
割
を
つ
と
め
た
人
と

静
岡
県
内
で
は
著
名
で
あ
る
。
自
ら
の
園
の
経
営
だ
け
で
な
く
同
じ
保
育
所
経

営
者
を
ま
と
め
て
社
会
的
な
役
割
を
に
な
う
た
め
に
と
県
保
育
所
連
合
会
を
組

織
し
た
人
で
も
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
第
二
次
大
戦
に
召
集
さ
れ
、
シ
ベ
リ
ヤ

の
厳
寒
の
地
で
の
労
働
に
も
耐
え
た
苦
労
を
も
重
ね
て
い
る
。
日
本
の
将
来
は

子
供
達
の
背
に
か
か
っ
て
い
る
、
と
の
考
え
か
ら
専
門
的
知
識
を
え
る
た
め
に

戦
後
開
か
れ
た
日
本
社
会
事
業
学
校
の
長
期
講
習
に
も
率
先
参
加
す
る
努
力
の

ニ
永
田
泰
嶺
の
プ
ロ
フ
ィ
ル

人
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
大
い
な
る
ふ
と
こ
ろ
の
広
さ
が
世
の
人
々
の
信
望
を
高

め
、
「
永
田
さ
ん
の
言
う
こ
と
な
ら
」
と
福
祉
の
世
界
を
リ
ー
ド
し
た
宗
教
家

の
福
祉
実
践
の
範
た
る
お
こ
な
い
の
英
傑
で
あ
る
。

「
県
保
育
所
連
合
会
四
十
年
の
歩
み
」
の
な
か
で
、
初
代
会
長
と
し
て
の
永

田
泰
嶺
の
事
績
を
次
ぎ
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
（
注
１
）

昭
和
三
五
年
～
四
三
年
度
会
長

永
田
泰
嶺
は
静
岡
県
保
育
組
織
の
生
み
の
親
で
あ
る
。
戦
後
幼
稚
園
と
合
同

で
発
足
し
た
静
岡
県
保
育
連
合
会
に
お
い
て
保
育
所
側
の
代
表
と
な
り
、
保
育

連
合
会
解
消
後
の
県
社
協
の
保
育
部
会
で
は
部
会
長
を
つ
と
め
、
さ
ら
に
昭
和

三
五
年
の
県
保
連
設
立
に
あ
た
っ
て
は
初
代
会
長
に
就
仕
し
て
い
る
。
ま
た
永

田
が
中
心
と
な
っ
て
発
行
し
た
「
保
育
を
語
る
Ｉ
静
岡
県
保
育
史
」
の
編
集
に

心
血
を
注
い
だ
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
永
田
の
設
立
し
た
有
度
十

七
夜
山
保
育
園
は
、
昭
和
一
二
年
五
月
開
設
の
農
繁
期
託
児
所
に
始
ま
る
。
実

に
六
三
年
の
歴
史
を
誇
っ
て
い
る
。
そ
の
間
、
敷
地
の
確
保
や
保
育
室
の
増
改

築
に
と
り
く
み
、
昭
和
五
三
年
の
創
立
四
○
周
年
時
に
は
、
定
員
一
七
○
名

職
員
一
八
名
敷
地
二
六
五
㎡
建
物
一
○
一
三
㎡
と
な
っ
て
い
た
。
黄
檗

宗
千
手
寺
住
職
で
も
あ
っ
た
永
田
は
、
宗
門
内
で
も
力
量
を
発
揮
し
て
昭
和
四

五
年
か
ら
四
年
間
黄
檗
宗
財
務
部
長
を
、
さ
ら
に
昭
和
五
九
年
か
ら
六
年
間
同

宗
務
総
長
を
勤
め
た
。
多
く
の
人
達
か
ら
信
望
さ
れ
た
泗
脱
の
人
柄
で
あ
っ
た
。

三
県
保
連
初
代
会
長
永
田
泰
嶺

二



川
沿
革
（
注
２
）

広
汎
に
し
て
多
角
形
農
業
を
営
む
当
地
に
は
、
社
会
事
業
施
設
も
な
く
、
乳

幼
児
の
死
亡
率
は
非
常
に
高
く
憂
う
べ
き
も
の
あ
り
。
こ
こ
に
農
村
隣
保
施
設

の
必
要
を
痛
感
せ
る
千
手
寺
住
職
永
田
泰
嶺
は
、
ま
ず
寺
堂
境
内
を
解
放
、
昭

和
一
二
年
五
月
二
一
日
農
繁
期
保
育
所
開
設
一
五
日
間
を
も
っ
て
終
了
、
同
時

に
第
二
期
希
望
さ
れ
て
好
成
績
に
て
閉
所
す
。
こ
の
間
乳
幼
児
の
保
育
状
態
良

地
域
を
さ
さ
え
た
農
繁
期
託
児
所
（
志
田
）

○
主
な
表
彰

昭
和
四
八
年
二
月
藍
綬
褒
章

平
成
五
年
二
月
勲
五
等
双
光
旭
日
章

○
没
年平

成
七
年
八
月
一
六
日
行
年
八
五
歳

○
会
長
時
の
主
な
動
き

①
昭
和
三
五
年
七
月
三
日
静
岡
県
保
育
所
連
合
会
結
成
（
二
○
三
施
設
）

総
会

あ
わ
せ
て
第
一
回
保
育
事
業
研
究
大
会
を
静
岡
市
伝
馬
町
小
学
校
に

お
い
て
開
催

②
昭
和
三
八
年
八
月
静
岡
県
保
育
所
保
護
者
連
合
会
発
足
重
ね
て
一

二
月
第
一
回
保
育
所
保
護
者
大
会
を
開
く

③
昭
和
三
八
年
保
母
を
ね
ぎ
ら
う
会
始
め
る

四
有
度
十
七
夜
山
保
育
園

好
、
衛
生
保
健
及
び
教
養
、
家
庭
に
お
け
る
労
働
能
力
の
著
し
い
促
進
を
目
の

あ
た
り
に
認
め
た
る
村
民
は
、
社
会
的
施
設
の
意
義
大
な
る
を
知
る
。
一
時
的

農
繁
期
保
育
所
よ
り
常
設
保
育
所
の
設
置
を
懇
望
し
き
た
る
を
う
け
住
戦
及
び

信
徒
総
代
は
後
援
会
を
設
立
、
村
当
局
と
図
り
て
七
月
一
日
十
七
夜
山
千
手
寺

堂
宇
を
解
放
、
仮
園
舎
と
な
し
早
急
の
開
園
を
な
せ
り
。
一
三
年
二
月
仮
園
舎

の
不
便
不
衛
生
な
る
に
み
か
ね
た
る
住
職
は
、
千
手
寺
支
出
金
及
び
村
募
金
、

借
入
金
に
よ
り
て
小
規
模
の
園
舎
落
成
す
。
以
来
乳
幼
児
保
育
の
実
績
を
あ
げ

農
村
隣
保
事
業
に
貢
献
を
重
ね
る
。

②
事
業
の
展
開

①
昭
和
一
二
年
五
月
二
一
日
、
千
手
寺
内
に
放
い
て
農
繁
期
保
育
所
を
開

設
す

②
昭
和
一
二
年
七
月
一
日
、
有
度
村
有
志
に
よ
る
後
援
会
の
も
と
千
手
寺

堂
宇
を
仮
園
舎
と
し
、
有
度
十
七
夜
山
保
育
園
と
命
名
、
常
設
保
育
園

と
し
て
開
園
す

③
昭
和
一
二
年
二
月
一
二
日
、
農
繁
期
出
張
保
育
部
を
設
け
長
崎
新
田

区
に
出
張
開
設
す

④
昭
和
一
三
年
二
月
二
日
、
村
内
募
金
、
千
手
寺
支
出
金
借
入
金
に
よ

り
園
舎
新
築
落
成
す

⑤
昭
和
一
三
年
二
月
一
三
日
、
社
会
教
育
に
資
す
る
た
め
青
年
会
及
び
椎

の
実
日
曜
学
絞
を
開
校
す

⑥
昭
和
一
三
年
五
月
三
日
、
乳
幼
児
無
料
診
断
及
び
優
良
乳
幼
児
選
奨
会

を
開
催

一
一
一



⑦
昭
和
一
三
年
五
月
二
○
日
、
第
一
上
原
農
繁
期
保
育
所
、
第
二
渋
川
農

繁
期
保
育
所
を
開
設
す

⑧
昭
和
一
三
年
二
月
三
○
日
、
第
三
草
薙
農
繁
期
保
育
所
を
開
設
す

⑨
昭
和
一
四
年
五
月
三
日
、
第
二
回
乳
幼
児
無
料
診
断
優
良
乳
幼
児
選
奨

会
、
上
原
区
長
崎
区
で
も
開
催
す

⑩
昭
和
一
四
年
六
月
七
日
、
軍
人
家
庭
を
中
心
と
す
る
授
産
所
開
設
、
動

力
用
脱
穀
機
運
転
開
始

⑪
昭
和
一
四
年
八
月
七
日
、
授
産
場
に
放
い
て
製
縄
機
三
台
、
藁
打
機
二

台
を
購
入
、
軍
人
家
族
婦
女
子
に
利
用
せ
し
め
つ
つ
乳
幼
児
を
受
託
し

て
授
産
場
と
保
育
園
の
連
携
を
密
に
し
運
営
す

⑫
昭
和
一
四
年
一
二
月
一
日
、
利
用
者
多
数
に
た
め
製
縄
機
二
台
増
設
運

転
開
始
す

③
後
援
会
及
び
維
持
会

①
有
度
十
七
夜
山
保
育
園
後
援
会

・
園
の
経
営
維
持
を
後
援
し
農
村
隣
保
事
業
と
し
て
発
展
強
化
に
資
す

・
後
援
会
は
村
内
各
種
団
体
に
よ
る
後
援
団
体
と
後
援
会
員
と
に
区
別

す
・
後
援
会
員
は
毎
月
一
口
以
上
の
後
援
会
費
を
納
入
す
、
各
区
に
幹
事

を
お
き
毎
月
後
援
会
費
の
徴
収
に
あ
た
る

②
保
育
園
授
産
場
維
持
会

・
軍
人
家
族
の
経
済
維
持
強
化
と
農
村
労
働
力
促
進
を
図
る
授
産
場
の

意
義
を
体
し
そ
の
維
持
進
展
に
資
す
る

側
事
業
内
容

①
名
称
有
度
十
七
夜
山
保
育
園

②
所
在
安
倍
郡
有
度
村
上
泉
一
七
六

③
種
目
託
児
事
業

④
経
営
黄
檗
宗
千
手
寺

⑤
代
表
永
田
泰
嶺

⑥
建
物
木
造
平
屋
瓦
茸
き
二
棟

⑦
敷
地
二
五
○
坪

⑧
設
備
遊
戯
室
兼
午
睡
室
一
、
保
育
室
兼
給
食
室
一
、
保
母
室
一
、

便
所
一

⑨
職
員
園
長
一
、
保
母
四

⑩
事
業
ァ
、
乳
幼
児
保
育
生
後
六
ヶ
月
以
上
六
歳
ま
で

定
員
七
○
名
保
育
時
間
一
○
時
間

イ
、
そ
の
他
に
昼
食
給
与
、
日
曜
学
校
、
農
繁
期
出
張
保
育
、

青
年
会
、
児
童
相
談
、
人
事
相
談
乳
幼
児
無
料
診
断
及

び
優
良
乳
幼
児
選
奨
会

ウ
、
保
育
園
授
産
場
（
別
棟
）

⑤
財
政
昭
和
一
四
年
度
決
算
額

（
収
入
）

事
業
収
入
一
四
七
九
円
保
育
料

補
助
金
一
○
九
三
円
軍
人
援
護
会
、
有
度
村
他

寄
付
金
四
九
五
円
後
援
会

四



⑥
実
績①

乳
児
実
三
一

②
幼
児
実
一
八
七

地
域
を
さ
さ
え
た
農
繁
期
託
児
所
（
志
田
）

交
付
金
六
一
○
円

借
入
金
三
○
○
円

填
補
二
五
二
円

計
四
二
三
○
円

（
支
出
）

事
務
費
一
二
六
一
円

需
要
費
二
六
七
円

給
食
費
一
九
八
二
円

修
理
費
一
八
円

農
繁
期
保
育
費
一
二
○
円

青
年
会
費
一
一
円

児
童
相
談
費
五
五
円

人
事
相
談
費
二
円

日
曜
学
校
費
二
四
円

営
繕
設
備
費
一
八
七
円

無
料
診
断
費
七
一
円

償
還
金
一
六
三
円

調
度
費
六
五
円

計
四
二
三
○
円

保
母
俸
給
他

千
手
寺延

二
一
七
一
名

延
二
○
○
八
一
名

永
田
に
先
行
し
て
地
域
に
貢
献
の
実
を
あ
げ
ら
れ
た
三
ヶ
日
町
大
福
寺
農
繁

期
託
児
所
の
と
り
く
み
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

昭
和
三
年
七
月
、
仏
教
社
会
事
業
と
し
て
住
職
堀
口
真
隆
（
三
七
歳
）
が
始

め
、
昭
和
二
○
年
ま
で
一
八
年
間
地
域
の
子
供
ら
の
保
育
と
農
家
の
増
産
援
護

に
寄
与
し
た
。
（
注
３
）

開
設
時
は
妻
幸
子
が
主
任
保
母
と
な
り
、
地
域
の
夫
人
五
、
六
人
が
手
弁
当

で
保
母
と
な
っ
た
。
協
力
者
で
あ
る
婦
人
会
の
呼
び
名
も
、
は
じ
め
は
三
ヶ
日

町
主
婦
会
、
そ
れ
か
ら
婦
人
団
と
変
わ
り
、
日
華
事
変
後
は
愛
国
婦
人
会
と
呼

び
だ
し
た
。
昭
和
一
五
年
ま
で
は
農
繁
期
託
児
所
と
呼
称
し
て
い
た
が
の
ち
に

農
繁
期
保
育
所
と
改
名
さ
れ
た
。

最
初
三
○
人
程
の
子
供
だ
っ
た
が
、
年
と
と
も
に
増
加
し
一
五
○
名
に
も
な
っ

て
、
広
い
寺
の
境
内
は
子
供
ら
で
満
員
と
な
り
、
婦
人
会
員
の
保
母
さ
ん
が
て

ん
て
こ
舞
い
し
た
。
受
託
費
は
徴
収
し
な
い
で
子
ど
も
ら
は
弁
当
持
ち
、
間
食

な
ど
は
婦
人
会
や
仏
教
会
の
援
助
奨
励
金
で
賄
っ
た
。
戦
時
中
は
県
や
町
の
奨

五

③
出
張
保
育

④
無
料
診
断

⑤
日
曜
学
校

⑥
授
産
場五

寺
の
託
児
所
の
例

三
所

四
所

一
二
回

実
一
九
一
名
延
二
二
五
六
名

一
二
五
名

実
一
八
五
名
延
九
六
三
名

実
三
八
四
名
延
二
四
○
五
名

二
三
八
四
時
間



励
金
を
う
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
一
○
年
、
朝
日
新
聞
社
社
会
事
業
団
か
ら
も
表
彰
さ
れ
金
一
封
と
慈
愛

旗
が
贈
ら
れ
た
。
（
堀
口
幸
子
談
話
）

こ
の
よ
う
に
寺
院
が
と
り
く
む
託
児
所
の
事
例
は
各
地
に
存
在
し
た
の
で
あ

ろ
う
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
の
は
た
ら
き
、
そ
の
あ
ゆ
み
を
さ
ら
に
明
ら

か
に
さ
れ
れ
ば
寺
こ
そ
社
会
事
業
の
先
達
を
は
た
し
た
と
日
本
中
で
の
事
蹟
と

し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

寺
を
社
会
か
ら
あ
ず
か
っ
た
公
器
と
し
て
う
け
と
め
、
い
か
に
地
域
社
会
の

た
め
に
活
用
し
ひ
い
て
は
布
教
の
一
助
と
も
せ
ん
、
と
、
と
り
く
ま
れ
た
先
人

の
多
く
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
は
な
い
か
。

不
確
実
の
時
代
と
さ
れ
る
今
日
、
こ
の
よ
う
な
先
人
の
は
た
ら
き
を
師
表
と
し

て
現
代
の
社
会
の
な
か
で
こ
そ
寺
の
社
会
頁
献
を
、
と
の
ぞ
ま
れ
る
。
特
に
こ

れ
か
ら
の
日
本
に
希
望
を
も
と
う
と
す
る
な
ら
こ
の
子
ら
に
少
し
で
も
良
い
環

境
を
提
供
し
、
一
人
の
人
間
と
し
て
大
事
に
育
成
さ
れ
る
社
会
的
条
件
を
と
と

の
え
る
こ
と
が
大
人
の
世
代
の
役
目
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

永
田
ら
が
ま
と
め
た
静
岡
県
保
育
史
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
な
内
容
で
記
録

さ
れ
て
い
る
。
（
注
４
）

わ
が
国
は
農
業
国
と
し
て
発
展
し
、
昔
か
ら
農
繁
期
は
猫
の
手
も
借
り
た
い

程
の
忙
し
さ
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
乳
幼
児
が
足
手
ま
と
い
に
な
る
。
当
時
は

六
農
繁
期
託
児
所
の
実
態

赤
ち
ゃ
ん
を
寵
の
中
に
寝
か
し
、
木
陰
と
か
田
圃
の
畔
道
に
お
き
、
そ
の
赤
ち
ゃ

ん
を
幼
児
が
見
守
っ
て
い
る
と
い
う
光
景
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
お
婆
さ
ん
に
乳

幼
児
を
託
し
て
保
育
さ
せ
た
り
、
子
守
子
を
雇
っ
た
り
し
て
急
場
を
し
の
い
で

い
た
。農
業
の
進
展
に
伴
い
、
乳
幼
児
の
死
亡
率
も
高
率
を
示
し
て
い
る
の
で
何
れ

の
農
業
地
帯
に
お
い
て
も
こ
れ
が
乳
幼
児
の
保
育
に
心
を
痛
め
、
子
守
制
度
を

た
し
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
と
長
野
県
の
上
田
に
子
守
学
校
が
誕
生
し
た

の
は
明
治
三
七
年
で
あ
る
。
今
日
の
保
母
養
成
機
関
の
前
身
と
も
い
え
る
。
大

正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
子
守
の
制
度
が
ひ
ろ
が
り
農
繁
期
託
児
所
と
し
て
進

展
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

農
繁
期
託
児
所
の
開
設
場
は
、
社
寺
、
ま
た
学
校
の
一
部
、
部
落
の
集
会
所

等
を
使
用
し
た
、
主
催
は
町
、
社
会
事
業
団
体
、
婦
人
会
等
で
あ
る
が
、
寺
院

の
住
職
が
主
と
な
っ
て
開
設
さ
れ
る
の
が
多
か
っ
た
。

保
育
内
容
は
、
自
由
保
育
の
中
で
保
健
衛
生
と
集
団
生
活
の
指
導
で
あ
り
、

設
備
と
し
て
は
オ
ル
ガ
ン
、
ブ
ラ
ン
コ
、
シ
ー
ソ
ー
、
鉄
棒
、
ボ
ー
ル
、
紙
芝

居
、
絵
本
、
積
み
木
、
そ
し
て
各
家
庭
か
ら
よ
せ
ら
れ
た
玩
具
等
で
あ
っ
た
。

朝
は
朝
礼
か
ら
始
ま
り
、
音
楽
に
遊
戯
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
の
自
由
遊
び
、
室

内
で
は
絵
本
を
み
せ
て
の
お
話
会
、
玩
具
を
も
っ
て
遊
ぶ
グ
ル
ー
プ
、
屋
外
で

は
ブ
ラ
ン
コ
や
シ
ー
ソ
ー
で
グ
ル
ー
プ
あ
そ
び
、
そ
れ
に
ボ
ー
ル
取
り
や
ボ
ー

ル
投
げ
等
で
遊
ん
だ
。

お
や
つ
は
一
○
時
と
三
時
の
二
回
、
そ
の
時
は
紙
芝
居
ま
た
は
童
話
を
話
す
。

弁
当
は
各
自
持
参
で
、
昼
食
が
終
わ
る
と
午
睡
の
時
間
を
と
っ
た
。

｛
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保
育
の
終
わ
り
は
、
原
則
と
し
て
午
後
五
時
ま
で
、
兄
姉
が
学
校
帰
り
に
迎

え
に
来
る
子
は
午
後
三
時
頃
帰
宅
す
る
も
の
も
い
た
が
、
学
童
も
保
育
が
終
わ

る
ま
で
保
育
児
と
一
緒
に
遊
び
、
夕
方
皆
で
手
を
つ
な
い
で
帰
宅
す
る
の
が
例

で
あ
っ
た
。

静
岡
県
社
会
事
業
会
報
に
で
て
く
る
県
内
第
一
号
の
託
児
所
は
、
大
正
九
年
、

救
護
会
静
岡
託
児
所
で
あ
り
、
永
田
の
十
七
夜
山
託
児
所
は
九
番
目
に
記
録
さ

れ
て
い
る
。

さ
ら
に
あ
げ
る
な
ら
ば
永
田
は
単
に
託
児
事
業
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
母
親
た
ち
、
特
に
夫
を
戦
場
に
お
く
り
女
手
一
つ
で
家
業
を
守
り
維

持
に
つ
と
め
る
母
親
た
ち
へ
の
あ
た
た
か
い
眼
で
あ
る
。
男
手
で
な
い
と
す
す

め
な
い
縄
を
な
う
こ
と
、
そ
し
て
筵
を
つ
く
る
こ
と
は
難
儀
で
あ
っ
た
。
こ
れ

を
た
す
け
る
た
め
器
具
を
購
入
し
授
産
所
を
設
け
、
必
要
な
と
き
に
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
賃
金
を
得
る
助
け
と
も
し
た
の
で
あ
る
。
出
征
家
族
の
た
め
に
こ

の
よ
う
に
新
し
い
と
り
く
み
を
他
に
さ
き
が
け
て
実
践
す
る
住
職
永
田
の
姿
は

地
域
の
人
々
の
感
謝
を
よ
ん
だ
。
十
七
夜
山
と
い
え
ば
永
田
さ
ん
と
だ
れ
も
が

た
た
え
賞
讃
さ
れ
、
褒
賞
受
賞
の
地
域
祝
賀
会
な
ど
に
多
数
の
参
加
者
を
え
て

い
る
◎静

岡
県
社
会
課
が
昭
和
一
三
年
「
農
繁
期
託
児
所
の
経
営
」
と
表
題
し
て
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
、
開
設
を
勧
奨
し
て
い
る
。
そ
の
主
な
内
容
を
あ
げ
る

地
域
を
さ
さ
え
た
農
繁
期
託
児
所
（
志
田
）

七
モ
デ
ル
と
し
て
の
託
児
所

と
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
（
注
５
）

⑩
農
繁
期
託
児
所
の
使
命

農
繁
期
託
児
所
と
は
、
田
植
時
、
刈
り
入
れ
時
、
養
蚕
期
等
い
わ
ゆ
る
農
繁

期
に
際
し
親
た
ち
が
十
分
仕
事
に
従
事
す
る
事
が
で
き
る
と
同
時
に
、
子
供
が

衝
生
上
、
徳
育
上
に
遺
憾
の
な
い
よ
う
、
母
親
に
代
わ
っ
て
保
護
養
育
す
る
社

会
的
施
設
で
あ
る
。

②
経
営
体

市
町
村
、
婦
人
会
、
女
子
青
年
団
、
青
年
団
、
農
会
、
学
校
、
産
業
組
合
、

寺
院
そ
の
他
社
会
事
業
団
体
等
が
経
営
主
体
又
は
後
援
団
体
と
な
る
。

③
開
設
場
所

一
村
に
一
つ
の
託
児
所
、
で
き
れ
ば
大
字
位
を
一
区
域
と
し
て
設
け
た
い
。

一
番
便
利
な
の
は
二
○
戸
、
三
○
戸
位
の
小
字
に
一
つ
設
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ

ブ
（
》
Ｏ

場
所
は
、
村
の
公
会
堂
や
小
学
校
の
裁
縫
室
等
最
も
望
ま
し
い
の
は
お
寺
の

庫
裏
や
神
社
の
社
務
所
を
開
放
し
て
く
だ
さ
る
寺
院
の
主
婦
や
神
社
の
夫
人
が

ご
自
身
で
保
母
と
な
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
農
繁
期
休
暇
中
の
小
学
校
を
開
放

し
学
校
の
設
備
を
利
用
し
先
生
方
の
お
骨
折
り
を
い
た
だ
く
の
も
よ
い
方
法
で

あ
る
。側

開
設
期
間

地
方
の
事
情
に
よ
り
、
一
週
間
の
と
こ
ろ
、
三
週
間
に
わ
た
る
と
こ
ろ
も
あ

ろ
う
。
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど
村
人
の
幸
福
は
増
す
。
普
通
、
養
蚕
、
田
植
え
、

刈
り
入
れ
等
年
数
回
に
わ
た
っ
て
短
期
づ
っ
開
設
す
る
。
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⑤
受
託
児
童

大
体
三
歳
以
上
七
歳
以
下
の
向
が
多
い
。
農
繁
期
の
お
母
さ
ん
の
足
手
ま
と

い
は
む
し
ろ
三
歳
末
満
の
子
に
あ
る
の
で
こ
れ
を
預
か
ら
な
い
の
で
は
意
味
の

大
半
は
失
は
れ
る
。
兄
や
姉
や
老
人
の
守
り
が
つ
い
て
来
て
遊
ば
せ
て
く
れ
る

よ
う
な
場
合
乳
呑
児
で
も
大
し
て
面
倒
は
な
い
。

⑥
受
託
時
間

農
家
の
人
口
の
働
く
時
間
に
よ
っ
て
決
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て

「
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
」
と
す
る
の
も
よ
ろ
し
か
ろ
う
し
時
間
を
朝
の
六
時

か
ら
夜
の
七
時
ま
で
と
い
う
定
め
で
も
よ
い
。

、
保
母

保
母
の
数
は
普
通
幼
児
の
場
合
二
五
名
か
ら
三
○
名
位
乳
児
の
場
合
五
名
に

対
し
一
人
の
保
母
で
十
分
で
あ
る
。
開
設
当
所
は
子
供
の
性
質
も
わ
か
ら
ず
ま

ご
つ
く
こ
と
も
あ
る
か
ら
な
る
べ
く
多
数
の
保
母
が
任
務
に
つ
か
れ
る
の
を
希

望
す
る
。
保
母
は
、
気
立
て
の
優
し
い
、
小
ま
め
に
立
ち
働
く
し
か
も
子
供
好

き
の
す
る
夫
人
だ
っ
た
ら
申
し
分
な
い
こ
と
で
あ
る
。
女
教
師
、
婦
人
会
員
、

住
職
夫
人
、
神
職
夫
人
、
女
子
青
年
団
員
そ
の
他
篤
志
夫
人
が
よ
い
。

⑧
保
育
の
方
法

①
適
当
な
場
所
に
ブ
ラ
ン
コ
、
す
べ
り
台
、
砂
場
等
を
つ
く
っ
て
自
由
に

嬉
戯
せ
し
む
る
こ
と
。

②
年
長
児
に
は
適
宜
、
唱
歌
、
遊
戯
、
切
り
紙
細
工
等
を
課
し
て
も
よ
い

が
強
い
て
教
ゆ
る
こ
と
は
さ
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

③
食
事
と
間
食
、
昼
食
は
握
り
飯
位
で
簡
単
に
し
て
、
少
し
で
も
家
庭
の

手
数
と
出
費
を
省
く
様
に
す
る
。
間
食
は
午
前
午
後
時
を
定
め
て
や
る
。

普
通
薩
摩
芋
、
馬
鈴
薯
等
を
主
な
る
も
の
と
し
、
菓
子
類
は
腹
を
こ
わ

さ
ぬ
様
な
煎
餅
、
飴
位
に
し
経
費
を
節
約
す
る
。

④
保
育
時
間
の
例

開
所
よ
り
八
時
自
由
遊
戯

八
時
よ
り
九
時
指
導
遊
戯
、
唱
歌

九
時
よ
り
一
○
時
自
由
遊
戯

（
間
食
）

一
○
時
よ
り
二
時
半
自
由
遊
戯

（
昼
食
）

二
時
半
よ
り
一
二
時
半

一
二
時
半
よ
り
二
時
自
由
遊
戯

二
時
よ
り
三
時
お
伽
噺
、
散
策

（
間
食
）

三
時
よ
り
四
時
自
由
遊
戯

四
時
よ
り
五
時
半
指
導
遊
戯

五
時
半
よ
り
帰
宅
自
由
遊
戯

⑤
睡
眠

子
供
に
よ
っ
て
は
、
相
当
の
時
間
午
睡
せ
し
む
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
枕
、

毛
布
、
蚊
帳
等
の
用
意
を
す
る
。

⑥
子
供
の
服
装
、
普
段
着
の
ま
ま
で
良
い
。
互
い
に
着
飾
る
の
は
い
け
な

い
。
汚
れ
な
い
た
め
「
エ
プ
ロ
ン
」
を
掛
け
る
位
は
良
い
。
又
「
ハ
ン
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賀
は
お
よ
そ
次
の
通
り
で
あ
る
。

設
備
費
一
五
円
ブ
ラ
ン
コ
、
す
べ
り
台
、
円
木
、
筵

玩
具
費
四
円
毬
、
木
片
、
シ
ャ
モ
ジ

救
急
費
二
円
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
、
エ
ー
テ
ル
、
脱
脂
綿
、
繩
帯

間
食
費
一
○
円
一
日
一
人
一
銭

雑
費
一
円

保
母
費
一
八
円
一
人
一
日
八
○
銭
、
浴
衣

計
五
○
円

（
託
児
五
○
人
、
開
所
二
○
日
、
保
母
二
人
）

こ
の
よ
う
に
行
政
側
は
勧
奨
は
す
る
が
、
手
も
金
も
だ
さ
な
い
、
市
町
村
住

民
の
は
た
ら
き
に
ま
つ
、
篤
志
家
の
特
に
寺
院
の
役
割
を
期
待
す
る
、
と
い
う

の
が
実
態
で
あ
っ
た
。
永
田
も
ま
た
久
江
夫
人
を
主
任
保
母
と
し
て
の
二
人
三

脚
だ
っ
た
。
戦
後
、
国
が
基
準
を
定
め
こ
れ
に
か
な
う
も
の
は
行
政
の
委
託
的

事
業
と
し
て
手
厚
い
補
助
に
と
り
く
む
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
に
は
こ
の
よ
う

地
域
を
さ
さ
え
た
腿
繁
期
託
児
所
（
志
田
）

側
経
費

工
夫
す
れ
ば
大
し
て
経
費
か
け
ず
と
も
相
当
な
こ
と
が
で
き
る
。
初
回
の
経

カ
チ
」
か
手
拭
を
も
た
せ
る
の
も
必
要
で
あ
る
。

⑦
母
の
会

託
児
所
が
終
わ
る
日
は
母
親
も
楽
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
時
母
の
会

を
開
い
て
子
供
ら
の
一
日
の
生
活
ぶ
り
を
み
せ
、
託
児
所
の
や
っ
た
仕

事
を
し
ら
せ
、
託
児
所
で
つ
く
っ
た
良
い
習
慣
を
つ
づ
け
る
様
に
し
ま

Ｉ
）
よ
》
っ
。

な
永
い
間
の
地
域
の
は
た
ら
き
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
福
祉
は
行
政
の
役
目
、

と
い
う
み
か
た
考
え
方
が
次
第
に
定
着
し
、
地
域
の
人
々
で
さ
さ
え
る
後
援
会

組
織
な
ど
も
ほ
と
ん
ど
有
名
無
実
と
な
っ
て
い
る
。
行
政
か
ら
だ
さ
れ
る
金
に

プ
ラ
ス
し
て
よ
り
レ
ベ
ル
の
た
か
い
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
よ
う
と
い
う

う
ご
き
も
す
ぐ
な
い
現
実
を
ど
う
み
た
ら
よ
い
の
か
、
行
政
と
地
域
が
協
力
し

あ
う
形
こ
そ
の
ぞ
ま
し
い
福
祉
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
。

大
正
九
年
、
静
岡
県
社
会
政
策
懇
談
会
が
開
か
れ
席
上
関
屋
貞
三
郎
県
知
事

は
「
社
会
事
業
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
盲
目
的
に
西
欧
の
政
策
を
模
倣
す
る

は
吾
人
の
與
み
ざ
る
所
な
り
、
慎
重
に
考
慮
し
適
切
な
る
施
策
を
執
ら
ん
こ
と

を
希
望
す
る
も
の
な
り
、
社
会
事
業
を
宗
教
家
の
み
に
委
ね
る
を
以
て
能
事
終

わ
れ
り
と
す
べ
き
に
非
ず
。
社
会
に
生
ま
れ
た
る
欠
陥
は
、
社
会
が
こ
れ
を
す

ぐ
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
こ
れ
は
ま
こ
と
に
社
会
各
人
の
連
帯
責
任
な
り
。
富
め

る
者
、
貧
し
き
者
、
力
あ
る
者
、
力
な
き
者
、
各
分
に
応
じ
て
社
会
奉
仕
を
な

す
を
言
う
な
り
。
」
（
大
九
、
一
二
、
一
三
静
岡
新
報
）

社
会
事
業
の
具
体
策
の
研
究
に
入
り
、
大
正
二
年
静
岡
県
方
面
委
員
制
度

の
創
設
と
な
る
。

と
き
の
県
知
事
道
岡
秀
彦
は
「
社
会
の
病
患
は
県
民
総
が
か
り
で
努
力
す
る

所
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
特
に
生
活
に
余
裕
あ
る
富
者
、
道
理
の
目
を
開
い
て

い
る
有
識
階
級
の
人
と
は
相
扶
け
て
社
会
事
業
に
働
い
て
も
ら
い
た
い
。
富
者

九

八
背
景
に
あ
る
も
の



有
識
者
が
連
帯
の
責
任
と
し
て
之
を
お
こ
な
い
善
人
奮
起
の
秋
、
起
こ
っ
て
社

会
の
空
気
を
支
配
す
る
の
覚
悟
を
要
す
。
」
（
大
二
、
一
、
一
万
朝
新
聞
）

と
し
、
方
面
委
員
が
う
ご
き
だ
す
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
も
寺
院
の
住

職
が
多
く
選
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
社
会
の
事
業
は
宗
教
家
の
役
割
と
さ
せ

る
ほ
ど
の
実
績
を
地
域
に
お
い
て
着
実
に
あ
げ
て
い
た
し
る
し
で
あ
ろ
う
。
永

田
の
は
た
ら
き
等
は
そ
の
よ
き
例
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
生
活
の
う
え
で
困
り

事
が
あ
っ
た
ら
寺
へ
相
談
す
る
。
と
い
う
社
会
的
風
潮
が
あ
っ
た
。
困
り
ご
と

相
談
所
の
看
板
を
あ
げ
ず
と
も
実
践
が
そ
れ
を
う
ら
ず
け
世
の
信
頼
を
も
た
ら

し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
蹟
が
、
の
ち
の
方
面
委
員
、
そ
し
て
民
生
委
員
と
つ

づ
く
社
会
奉
仕
活
動
の
な
か
で
も
活
か
さ
れ
参
考
に
さ
れ
、
委
員
の
自
宅
に
心

配
事
相
談
所
の
看
板
を
あ
げ
て
の
と
り
く
み
と
し
て
発
展
す
る
。
今
日
で
は
ど

こ
の
市
町
村
に
も
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
し
て
の
民
間
社
会
福
祉
活
動
で
あ

る
心
配
事
相
談
所
が
、
寺
院
な
ど
を
会
場
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
ぁ

つ
（
》
◎

永
田
泰
嶺
、
寺
の
住
職
と
し
て
社
会
貢
献
に
つ
と
め
た
こ
の
人
物
を
か
た
る

に
は
さ
ら
に
く
わ
し
く
あ
ゆ
み
を
た
ど
り
、
背
景
を
探
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

今
回
は
農
繁
期
託
児
所
が
多
く
寺
院
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
、
と
い
う
社
会
的
役

割
の
大
き
さ
を
強
調
す
る
た
め
の
一
事
例
と
し
て
と
り
あ
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
そ
の
範
囲
の
記
述
に
と
ど
め
次
の
機
会
に
い
た
し
た
い
。
永
田
が
「
坊
主

九
あ
ら
た
め
て
永
田
泰
嶺

は
寺
に
こ
も
っ
て
い
て
は
な
ら
な
い
、
社
会
の
中
で
よ
き
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
身

を
さ
さ
げ
る
使
命
を
も
っ
て
い
る
、
」
と
語
り
、
「
社
会
福
祉
の
仕
事
に
生
き
る

な
ら
宗
教
を
も
て
、
宗
教
を
も
て
ば
腰
も
す
わ
り
良
い
は
た
ら
き
に
つ
な
が
る
。

こ
の
仕
事
を
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
根
性
で
や
っ
て
は
な
ら
ん
。
天
か
ら
あ
た
え
ら
れ

た
使
命
だ
、
と
い
う
位
の
お
も
い
で
あ
た
ら
な
け
れ
ば
だ
め
だ
、
」
と
さ
か
ん

に
説
か
れ
た
こ
と
を
咋
日
の
よ
う
に
お
も
い
だ
す
の
で
あ
る
。
一
歩
先
を
あ
ゆ

ま
れ
た
す
ぐ
れ
た
宗
教
家
、
そ
し
て
社
会
福
祉
の
実
践
家
と
し
て
あ
ら
た
め
て

そ
の
大
き
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

◎
保
育
園
長
と
し
て
長
く
永
田
と
行
動
を
共
に
さ
れ
た
近
藤
孝
氏
（
社
会
福
祉

法
人
慈
恵
会
理
事
長
）
の
話

『
永
田
さ
ん
は
い
つ
も
人
の
こ
と
を
考
え
て
行
動
す
る
方
だ
っ
た
。
お
寺
さ

ん
で
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
、
福
祉
の
仕
事
に
信
念
を
も
っ
て
あ
た
ら
れ
た
。

長
く
戦
争
に
い
か
れ
シ
ベ
リ
ア
で
大
変
な
苦
労
を
さ
れ
た
だ
け
に
戦
争
の
犠

牲
者
へ
の
お
も
い
も
ひ
と
し
お
の
も
の
が
あ
っ
た
。
み
る
に
み
か
ね
て
農
家

の
方
々
に
力
に
な
り
た
い
と
寺
を
解
放
し
て
農
繁
期
託
児
所
を
奥
さ
ん
と
一

緒
に
な
り
と
り
く
ん
だ
方
だ
。
経
営
が
大
変
な
と
き
に
保
育
所
の
連
合
会
を

も
た
な
け
れ
ば
と
情
熱
を
も
っ
て
説
い
て
ま
わ
り
実
現
さ
せ
た
力
量
は
大
き

な
も
の
が
あ
っ
た
。
子
供
が
か
わ
い
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
て
困
っ
て
い

る
人
に
心
か
ら
手
を
さ
し
の
べ
る
こ
と
に
労
を
お
し
む
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。

自
分
の
こ
と
は
さ
て
お
い
て
他
人
の
た
め
に
奉
仕
す
る
、
そ
れ
も
誠
意
を
つ

く
し
て
あ
た
ら
れ
る
姿
勢
は
な
か
な
か
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
実
に
立
派

な
お
寺
さ
ん
だ
っ
た
、
と
い
い
た
い
。
』

一
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現
代
の
社
会
の
な
か
で
社
会
福
祉
事
業
が
見
直
し
を
も
と
め
ら
れ
て
い
る
。

戦
後
五
○
年
福
祉
国
家
を
も
と
め
て
福
祉
関
係
法
が
整
備
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、

民
間
社
会
事
業
そ
の
も
の
が
法
に
定
め
ら
れ
た
範
囲
の
事
業
や
施
設
を
経
営
す

る
存
在
に
な
り
さ
が
り
不
思
議
と
も
お
も
わ
れ
な
い
実
情
で
あ
る
。
法
に
き
め

ら
れ
た
基
準
の
範
囲
で
公
か
ら
供
さ
れ
る
金
の
範
囲
で
仕
事
を
す
る
。
直
接
処

遇
に
あ
た
る
職
員
こ
そ
大
事
な
社
会
資
源
な
の
に
、
で
き
る
だ
け
低
い
貸
金
で

お
さ
え
よ
う
と
す
る
世
の
企
業
と
な
ん
ら
変
わ
ら
な
い
経
営
感
覚
で
あ
る
例
が

多
く
み
ら
れ
る
。
社
会
福
祉
法
人
と
い
う
特
殊
な
人
格
を
あ
た
え
ら
れ
て
い
な

が
ら
そ
れ
を
活
か
そ
う
と
せ
ず
小
さ
い
コ
ッ
プ
の
な
か
の
は
た
ら
き
に
終
始
し

て
い
る
向
き
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
と
き
に
法
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
以
上
の
も
の
、

地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
て
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
創
造
す
る
は
た
ら
き
、

こ
れ
こ
そ
も
と
め
ら
れ
て
い
る
役
割
で
あ
る
。
永
田
ら
が
と
り
く
ん
だ
あ
り
方

で
あ
る
。
地
域
と
と
も
に
あ
ゆ
む
社
会
福
祉
法
人
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
永
田
ら

の
農
繁
期
託
児
所
に
源
流
と
な
る
も
の
を
み
い
だ
し
た
い
の
で
あ
る
。
永
田
の

は
じ
め
た
有
度
十
七
夜
山
保
育
園
は
国
の
定
め
る
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
、

と
の
理
由
で
今
も
社
会
福
祉
法
人
の
認
可
を
う
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の

大
い
な
る
矛
盾
も
現
行
の
施
策
の
一
面
で
あ
る
。
あ
と
か
ら
つ
い
て
い
き
そ
の

ひ
ら
か
れ
た
道
を
レ
ー
ル
に
の
る
が
ご
と
く
悠
々
国
の
金
で
事
業
を
展
開
し
て

い
る
社
会
福
祉
法
人
は
さ
き
に
あ
げ
た
よ
う
な
か
ぎ
ら
れ
た
働
き
の
み
で
あ
る
。

地
域
を
さ
さ
え
た
農
繁
期
託
児
所
（
志
田
）

一
○
あ
と
が
き

先
人
の
努
力
を
活
か
し
さ
ら
に
新
し
い
活
動
を
展
開
す
る
気
概
が
も
と
め
ら
れ

る
。
そ
れ
に
は
ど
う
も
ソ
ロ
バ
ン
と
は
別
の
価
値
観
、
と
く
に
宗
教
心
の
う
ら

づ
け
を
も
つ
経
営
者
の
多
く
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
は
な
い
か
。
こ

の
ご
ろ
し
き
り
に
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
宗
教
家
の
方
々
の
あ
ら
た
め
て
地

域
で
も
と
め
ら
れ
て
い
る
福
祉
事
業
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
、
（
注
６
）
少
子
高

齢
社
会
を
真
に
す
み
や
す
い
心
豊
か
な
社
会
に
す
る
た
め
に
大
い
に
力
を
示
さ

れ
ん
こ
と
を
、
こ
れ
が
本
ノ
ー
ト
を
記
し
た
原
点
で
あ
る
と
付
記
し
た
い
。
そ

し
て
お
お
か
た
の
ご
叱
正
を
お
ま
ち
し
た
い
。

こ
の
稿
を
終
え
る
に
あ
た
り
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
名
論
が
あ
る
。
日

蓮
宗
新
聞
の
論
説
に
丸
茂
湛
祥
師
の
書
か
れ
た
「
寺
の
講
、
見
直
し
た
い
大
き

な
役
割
」
と
の
論
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
「
寺
院
の
は
た
せ
る
役
割
と
し
て
ま

だ
残
っ
て
い
る
鬼
子
母
神
講
等
の
相
互
扶
助
の
育
児
力
で
あ
る
。
識
を
活
性
化

さ
せ
育
児
の
苦
労
話
を
語
り
合
う
、
困
難
を
き
り
ぬ
け
た
ベ
テ
ラ
ン
の
苦
労
話

を
き
く
こ
と
で
解
決
策
を
教
え
て
も
ら
う
、
こ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
行
政

や
保
育
園
に
た
よ
ら
な
い
『
子
育
て
講
』
の
よ
う
な
も
の
を
、
寺
で
組
織
で
き

る
の
で
は
な
い
か
」
（
注
７
）
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
き
な
ヒ
ン

ト
で
あ
り
提
言
で
あ
る
。
児
童
福
祉
法
の
ガ
ー
ド
で
ま
も
ら
れ
た
現
在
の
保
育

園
の
お
よ
ば
な
い
部
分
を
に
な
う
地
域
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
子
供
を
守
り
育

て
る
活
動
が
も
っ
と
も
っ
と
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
活
動
の
核
に
寺
院
が

役
割
と
し
て
に
な
う
な
ら
こ
れ
ほ
ど
心
強
い
こ
と
は
な
い
。
「
寺
院
は
法
事
と

か
、
葬
儀
だ
け
で
な
く
、
人
々
が
日
々
を
安
心
し
て
生
き
ら
れ
る
よ
う
な
場
を

も
提
供
で
き
る
は
ず
で
あ
る
」
（
注
７
）
と
い
う
提
言
を
重
く
う
け
と
め
た
い
。

一
一



注注注
6 5 4

注
３
保
育
を
語
る
ｌ
静
岡
県
保
育
史

引
用
文
献

注
１
「
四
○
年
の
歩
み
」
静
岡
県
保
育
所
連
合
会
平
成
一
二
年
三
月
刊

注
２
静
岡
県
社
会
事
業
概
覧
昭
和
一
六
年
版

財
団
法
人
静
岡
県
社
会
事
業
協
会

お
も
え
ば
永
田
の
は
た
ら
き
も
、
当
時
の
時
代
に
保
育
園
を
行
政
が
に
な
う
こ

と
も
な
ら
な
か
っ
た
と
き
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
て
寺
院
を
解
放
し
て
始

め
た
先
駆
的
な
と
り
く
み
で
あ
っ
た
。
今
の
時
代
に
も
と
め
ら
れ
る
も
の
は
な

に
か
。
あ
ま
り
に
も
忙
し
く
あ
ま
り
に
も
孤
立
化
し
て
い
る
親
と
子
の
く
ら
し

の
具
体
的
な
さ
さ
え
て
と
な
る
手
段
は
か
ぎ
り
な
く
あ
る
。
し
か
し
、
金
に
な

ら
な
い
も
の
は
だ
れ
も
み
む
き
も
し
な
い
、
と
い
う
現
状
で
あ
る
。
こ
の
風
潮

の
な
か
で
寺
院
か
ら
具
体
的
な
と
り
く
み
が
な
さ
れ
る
と
き
児
童
憲
章
に
う
た

わ
れ
る
「
子
供
は
良
い
環
境
の
な
か
で
育
て
ら
れ
る
」
こ
と
が
実
現
に
ち
か
づ

く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
永
田
が
「
仏
の
道
に
生
き
る
身
に
で
き
る
布
施
は

な
に
か
と
い
つ
も
考
え
て
き
た
」
と
つ
ぶ
や
か
れ
た
お
も
い
、
そ
し
て
丸
茂
師

の
提
言
、
こ
れ
ら
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
る
な
か
で
少
子
化
が
す
す
む
日
本
社
会
の

な
か
で
の
民
間
社
会
福
祉
活
動
の
あ
り
方
が
か
い
ま
み
ら
れ
る
よ
う
な
お
も
い

で
あ
る
。
寺
院
は
だ
い
じ
な
社
会
活
動
の
拠
点
な
の
で
あ
る
。

身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
創
刊
号

「
宗
教
と
福
祉
実
践
」
拙
稿

同
上
同
上

静
岡
県
保
育
を
語
る
会

平
成
一
三
年
刊

昭
和
五
七
年
刊

注
７
日
蓮
宗
新
聞
平
成
一
三
年
五
月
一
○
日
号

論
説
「
寺
の
講
、
見
直
し
た
い
大
き
な
役
割
」

論
説
委
員
丸
茂
湛
祥

一
一
一


